
平成 18年 3月期　第１四半期財務・業績の概況（連結） 平成 17年 7月 28日

　　フジ日本精糖株式会社 （コード番号　：　2114　　東証第２部）

（ ＵＲＬ　http://www.fnsugar.co.jp )

　役職名 代表取締役社長 氏名　渡辺彰三

　役職名 常務取締役 氏名　江口達夫 TEL (03) 3667 - 7811

１. 四半期財務情報の作成等に係る事項
　　　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　　有
　　　　　　（内容） 固定資産の減価償却の方法については、年間見込額のうち当四半期分を計上しております。

法人税等の計上については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。
　　　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　　無
　　　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　　無

２. 平成18年3月期第１四半期の財務・業績の概況（平成17年4月1日～平成17年6月30日）
(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年3月期第1四半期 3,097 5.0 31 △5.7 70 27.7 60 446.3
17年3月期第1四半期 2,951 △6.2 33 － 55 － 11 －
(参考)17年3月期 11,962 208 384 353

円 銭 円 銭

18年3月期第1四半期 2 12 － －
17年3月期第1四半期 0 41 － －
(参考)17年3月期 12 98 － －

(注)　売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕
　当第１四半期におけるわが国の経済は、企業収益の改善や設備投資の増加に支えられ緩やかな回復基調にあるものの、原油
価格の高騰等の懸念材料もあり、依然として厳しい状況で推移いたしました。
　このような環境の中、当社グループにおいては、精糖事業は積極的な営業活動を展開し、既存顧客との関係強化に努めたこと
等により前年同四半期に比べ増収増益となりました。しかしながら、依然として続く需要低迷と原材料等の価格上昇により引き続き
厳しい状況に置かれております。食品物資事業は各部門とも概ね順調に推移しましたが、イヌリン関連の研究費用や豪州ティバ
ルディ社の不振により営業損失を計上する結果となりました。不動産事業は概ね計画どおりに推移いたしました。

　以上の結果、当第１四半期の連結業績は、売上高 3,097,739千円(前年同期比5.0％増)、営業利益 31,742千円(同 5.7％減)、
経常利益70,449千円(同27.7％増)、当第１四半期純利益60,769千円(同446.3％増)となりました。
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(２)財政状態（連結）の変動状況 （百万円未満切捨て）

百万円 百万円 ％ 円 銭

18年3月期第1四半期 14,555 10,237 70.3 385 52
17年3月期第1四半期 14,158 10,137 71.6 369 73
(参考)17年3月期 14,807 10,392 70.2 391 30

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕
　当第１四半期の総資産は、前連結会計年度末に比べ251,783千円減少し、14,555,467千円となりました。
　流動資産は、前連結会計年度末に比べ928,082千円減少し、4,484,574千円となりました。これは売上債権が増加したものの、
法人税等の支払や投資有価証券の購入などによる現金及び預金の減少等によるものであります。
　固定資産は、前連結会計年度末に比べ676,299千円増加し、10,070,893千円となりました。これは前述のとおり、新規購入に
による投資有価証券の増加等によるものであります。
　当第１四半期の負債は、前連結会計年度末に比べ96,922千円減少し、4,318,177千円となりました。
　流動負債は、前連結会計年度末に比べ58,446千円減少し、2,238,722千円となりました。これは法人税等や消費税等の支払い
による未払法人税等及び未払消費税等の減少等によるものであります。
　固定負債は、前連結会計年度末に比べ38,476千円減少し、2,079,454千円となりました。
　当第１四半期の株主資本は、前連結会計年度末に比べ154,860千円減少し、10,237,290千円となりました。これは平成17年3月
期の利益処分による利益剰余金の減少等によるものであります。
　なお、株主資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.1ポイント上昇し、70.3％となりました。

３. 平成18年３月期の連結業績予想（平成17年4月1日 ～ 平成18年3月31日）

百万円 百万円 百万円

中間期 6,000 100 100
通期 12,000 400 300
（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期） 11円30銭

〔業績予想（連結）に関する定性的情報等〕
　当期の業績予想につきましては、第１四半期の業績が概ね計画通り推移しており、前回公表（平成17年5月18日）の中間期及び
通期の業績予想に修正はありません。

※上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と

   異なる結果となる可能性があります。　

○添付資料
（要約）四半期連結貸借対照表

（要約）四半期連結損益計算書
セグメント情報
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（添付資料） 

１.（要約）四半期連結貸借対照表   
（単位：千円） 

 
前第１四半期 

(平成16年６月30日現在) 
当第１四半期 

(平成17年６月30日現在) 
前連結会計年度 
(平成17年３月31日現在) 

区   分 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 

(資産の部)  ％  ％  ％ 

流動資産       

  現金及び預金 1,865,506  1,956,139  2,401,327  

  受取手形及び売掛金 648,657  695,866  635,528  

  有価証券 188,536  115,358  115,361  

  たな卸資産 1,596,117  1,024,029  1,344,940  

 関係会社短期貸付金 300,000  70,736  ―  

  繰延税金資産 321,269  278,369  287,198  

  その他 552,189  370,266  653,671  

  貸倒引当金 △26,138  △26,192  △25,371  

流動資産合計 5,446,138 38.5 4,484,574 30.8 5,412,657 36.6 

固定資産       

  有形固定資産       

  建物及び構築物 940,756  998,084  913,831  

  機械装置及び運搬具 744,653  821,569  841,921  

  土地 1,597,292  2,259,325  2,256,418  

  建設仮勘定 4,218  ―  ―  

  その他 56,370  56,855  46,212  

 有形固定資産合計 3,343,292 23.6 4,135,835 28.4 4,058,383 27.4 

無形固定資産 351,263 2.5 106,539 0.7 106,594 0.7 

 投資その他の資産       

  投資有価証券 4,478,017  4,968,090  4,400,016  

  関係会社長期貸付金 140,000  428,224  431,500  

  長期貸付金 14,697  12,195  12,783  

  その他 475,350  495,040  460,347  

  貸倒引当金 △89,816  △75,031  △75,032  

 投資その他の資産合計 5,018,248 35.4 5,828,518 40.1 5,229,615 35.3 

固定資産合計 8,712,804 61.5 10,070,893 69.2 9,394,593 63.4 

   資産合計 14,158,942 100.0 14,555,467 100.0 14,807,250 100.0 
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（単位：千円） 

 
前第１四半期 

(平成16年６月30日現在) 
当第１四半期 

(平成17年６月30日現在) 
前連結会計年度 
(平成17年３月31日現在) 

区   分 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 

(負債の部)  ％  ％  ％ 

流動負債       

  買掛金 277,127  238,517  186,264  

  短期借入金 1,036,620  993,942  1,097,263  

事業構造改革引当金 ―  130,699  130,699  

その他 977,023  875,563  882,942  

流動負債合計 2,290,771 16.2 2,238,722 15.4 2,297,169 15.5 

固定負債       

  長期借入金 409,780  756,000  756,000  

  繰延税金負債 106,545  68,733  108,341  

退職給付引当金 607,938  664,015  667,994  

役員退職慰労引当金 64,550  70,425  65,475  

その他 542,317  520,280  520,119  

固定負債合計 1,731,132 12.2 2,079,454 14.3 2,117,930 14.3 

   負債合計 4,021,904 28.4 4,318,177 29.7 4,415,099 29.8 

       

(資本の部)       

資本金 1,524,460 10.8 1,524,460 10.5 1,524,460 10.3 

資本剰余金 2,366,732 16.7 2,366,989 16.2 2,366,989 16.0 

利益剰余金 6,195,276 43.8 6,464,056 44.4 6,567,017 44.4 

その他有価証券評価差額金 612,662 4.3 630,556 4.3 682,088 4.6 

為替換算調整勘定 △55,975 △0.4 △45,079 △0.3 △45,777 △0.3 

自己株式 △506,117 △3.6 △703,692 △4.8 △702,626 △4.8 

   資本合計 10,137,038 71.6 10,237,290 70.3 10,392,150 70.2 

   負債資本合計 14,158,942 100.0 14,555,467 100.0 14,807,250 100.0 
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２.（要約）四半期連結損益計算書 
    

 
前第１四半期 

自 平成16年４月１日 
至 平成16年６月30日 

当第１四半期 
自 平成17年４月１日 
至 平成17年６月30日 

前連結会計年度 
自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日 

区   分 金額(千円) 百分比 金額(千円) 百分比 金額(千円) 百分比 

  ％  ％  ％ 

 売上高 2,951,021 100.0 3,097,739 100.0 11,962,599 100.0 

 売上原価 2,324,248 78.8 2,446,459 79.0 9,359,619 78.2 

   売上総利益 626,772 21.2 651,280 21.0 2,602,980 21.8 

 販売費及び一般管理費 593,095 20.1 619,537 20.0 2,394,323 20.0 

   営業利益 33,677 1.1 31,742 1.0 208,656 1.8 

 営業外収益       

  受取利息及び配当金 23,069  21,411  92,169  

  その他 22,782  30,025  104,307  

    計 45,852 1.6 51,437 1.7 196,476 1.6 

 営業外費用       

  支払利息 4,945  4,082  19,511  

  その他 19,419  8,648  1,175  

    計 24,365 0.8 12,730 0.4 20,686 0.2 

   経常利益 55,164 1.9 70,449 2.3 384,446 3.2 

 特別利益       

  固定資産売却益 1,314  829  3,454  

  投資有価証券償還益 ―  5,300  4,065  

その他 ―  ―  489,637  

    計 1,314 0.0 6,129 0.2 497,157 4.2 

 特別損失       

  固定資産除却損 1,000  2,400  29,442  

  過年度退職給付費用 23,863  ―  95,455  

その他 ―  ―  206,960  

    計 24,863 0.8 2,400 0.1 331,858 2.8 

 税金等調整前四半期純利益又は 
税金等調整前当期純利益 31,614 1.1 74,179 2.4 549,746 4.6 

 法人税、住民税及び事業税 15,580 0.5 6,071 0.2 203,641 1.7 

 法人税等調整額 4,911 0.2 7,337 0.2 △7,148 △0.1 

 四半期純利益又は当期純利益 11,123 0.4 60,769 2.0 353,253 3.0 
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３．セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期(自 平成17年４月１日 至 平成17年６月30日) 

 
精糖 
(千円) 

食品物資 
(千円) 

不動産 
(千円) 

計 
(千円) 

消去 
又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高       

(1) 外部顧客に対する 
売上高 

2,504,740 449,296 143,702 3,097,739 ― 3,097,739 

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― 538 538 (538) ― 

計 2,504,740 449,296 144,240 3,098,277 (538) 3,097,739 

営業費用 2,466,258 523,720 30,622 3,020,601 45,395 3,065,996 

営業利益 
又は営業損失(△) 38,482 △74,424 113,618 77,676 (45,933) 31,742 

 
 

前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

 
精糖 
(千円) 

食品物資 
(千円) 

不動産 
(千円) 

計 
(千円) 

消去 
又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高       

(1) 外部顧客に対する 
売上高 9,626,980 1,754,703 580,916 11,962,599 ― 11,962,599 

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― 1,782 1,782 (1,782) ― 

計 9,626,980 1,754,703 582,698 11,964,381 (1,782) 11,962,599 

営業費用 9,549,193 1,989,963 74,996 11,614,154 139,789 11,753,943 

営業利益 
又は営業損失(△) 

77,786 △235,260 507,701 350,227 (141,571) 208,656 

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 
２ 各事業の主要な製品または業務 
(1) 精糖 …………… 精製糖、液糖及び糖蜜 
(2) 食品物資 ……… 食品添加物、イヌリン、舞茸、切花活力剤及び畜産物 
(3) 不動産 ………… 不動産賃貸 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用は、親会社の管理部門に係る費用であ
ります。 

        当第１四半期  46,076千円   前連結会計年度  142,714千円 
４ 事業の種類別セグメント情報の開示については、当第１四半期より実施しておりますので、前年同四半
期の実績は記載しておりません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期および前連結会計年度については、日本国内の売上高がいずれも90％を超えている

ため記載を省略しております。 
 

 

【海外売上高】 

当第１四半期および前連結会計年度については、海外売上高がいずれも連結売上高の10％未満で

あるため海外売上高の記載を省略しております。 


